
令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00060

事務事業名称 03項 目 01 整理番号款 01 事業 007 060地域住民活動の支援

連絡先 昨年度
現担当課名 地域課 係名 地域係 3763 058整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和63年度 実行計画事業 目標07 施策 26 計画事業 01 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和 4年度
地域課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 杉並区まちの絆(きずな)向上事業助成金交付要綱根拠 （１）区民、町会・自治会、町会連合会、地区町会連合会、地 法令域区民センター協議会

等
杉並区地域区民センター協議会事業に対する補助金交付（２） 要綱

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
地域住民活動の支援にかかる事業総数○町会・自治会活動の支援を通して、活動の活性化及び 指標名（１）

加入促進を図り、良好な地域社会の形成に取り組む。
まちの絆向上事業助成件数○地域区民センター協議会事業の支援を通して、ふれあ 指標説明

いと交流の創出や地域団体のネットワーク化を推進し、
地域区民センター協議会(7団体)の実施した良好なコミュニティの形成に取り組む。

指標名（２） 事業数

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○町会・自治会の活動を支援するための各種助成等

成果指標を行う。（①町会・自治会が行う事業に対する助成
地域活動に参加している区民の割合、②町会・自治会専用掲示板の設置等補助、③町会 指標名（１）

・自治会の保有する会館の建設等助成、④区屋外掲
区民意向調査における地域活動・社会活動参加回答数÷示板へのポスター掲出などの区政協力委託、⑤町会 指標説明
地域活動・社会活動に関する設問総回答数【社会】・自治会が設置する防犯カメラへの助成など）

○地域区民センター協議会の委員活動や事業を支援 地域区民センター協議会(7団体)の実施した指標名（２） 事業参加者総数するための補助を行う。
地域区民センター協議会の実施した事業参加者総数【行指標説明
政】

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）
件活動指標（１） 1 43.52 20 5 23 10 24 85.9

件活動指標（２） 2 91 237 133 232 177 214 76.3

％成果指標（１） 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.0 0.0

人成果指標（２） 4 5,296 31,770 6,187 49,423 38,136 62,348 77.2

特記事項事業費 5 千円 97,322132,778111,047127,456109,454136,483
成果指標(1)について
、令和5年度から指標人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 106,047104,525106,116104,865129,691103,955
を変更しました。件

上記以外の職員 7 千円 23,945 23,945 24,255 24,255 24,275 24,275費

総事業費 8 千円 227,314261,248241,418256,576263,420264,713
(5+6+7)

受益者負担分 9 千円 0 0 0 0 0 0

10国・都からの補助金 千円 5,624 5,165 4,697 4,464 2,676 6,604

財 11その他の補助金等 千円 0 2,500 7,500 2,500 2,500 2,500
源
特定財源計 12 千円 5,624 7,665 12,197 6,964 5,176 9,104
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 221,690253,583229,221249,612258,244255,609（8-12）
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令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 060令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

44 基 2,970町会・自治会専用掲示板設置等補助

10 団体 1,531町会・自治会へのまちの絆向上事業助成
主な取組

156 団体 45,087町会・自治会への区政協力委託

7 団体 42,905地域区民センター協議会への補助

その他（町会・自治会防犯カメラ設置助成及び区屋外掲示板維持管理費等 16,961）

　まちの絆向上事業助成として、10団体（令和3年度比5団体増）に対して助成金の交付を行ったほか
、町会・自治会専用掲示板の設置等については、44基（令和3年度比33基減）に対して補助を行いま
した。

取組成果 　また、地域区民センター協議会への支援において、協議会直営事業や協働事業の開催が増加した結
果、補助額は令和3年度と比較して640万円増、合計4,291万円となりました。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　町会・自治会活動の支援のため、専用掲示板設置等補助や防犯カメラ設置等補助、まちの絆向上事
業助成などの事業を行っておりますが、必ずしも町会・自治会への加入促進や役員の担い手不足の課
題に対する支援につながっていない状況があります。引き続き、町会・自治会からの要望が高い、こ
れらの事業は継続していくとともに、今後、当該課題に対する支援につながる新たな事業を行う必要課題・分析（１／２）
があります。

課題・分析（２／２）

　掲示板設置等補助については、第一期(5月末〆切)の募集期間において、今年度の予算を上回る申
請がありました。まちの絆向上事業助成は9団体から申請があり、うち3団体が地域活動団体との連携
事業に対する助成となっています。さらに今年度「町会･自治会活動紹介動画」をテーマ別に3本制作現年度の取組成果・予算
します。うち1本について現在制作中ですが、残り2本を含めて年度末までに完成させ、YouTubeへの執行状況（年度末までの
配信の他、番組放映し、多様な世代が町会・自治会活動に興味を持ち、加入につながるよう取り組ん

見込含む） でいきます。

　掲示板設置等補助や防犯カメラ設置等補助について、引き続き支援を行うことで、町会・自治会活
動の活性化につなげていきます。まちの絆向上事業助成については、他の地域活動団体と連携拡大に
より、地域コミュニティの活性化を支援していきます。
　さらに、これまでの取組に加え、(仮)困りごとサポーター制度事業を新たな町会・自治会支援策と

事業の方向性・改善策 して盛り込み、地域活動の活性化及び加入促進につなげていきます。
　地域区民センター協議会についても、事業計画に基づく補助金による支援を行い、ふれあいと交流
の創出や地域団体のネットワーク化を推進し、良好なコミュニティの形成につなげていきます。

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 拡充

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

　掲示板設置等補助やまちの絆向上事業助成について、申請状況等に鑑み、実態に即した予算とする
方向です。その他、新たな町会・自治会支援策として、(仮)困りごとサポーター制度事業を実施し、
地域活動を支援するサポーターを派遣する取組みを行うための予算を確保していきます。
　地域区民センター協議会も補助金の見直しを含め、引き続き、指定管理者等との連携・協力体制を予算の方向性の理由・
確保しながら、各協議会の実情に合わせた事業の見直しに取り組んでいきます。内容
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令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00062

事務事業名称 03項 目 01 整理番号款 01 事業 009 062ＮＰＯ等の活動支援

連絡先 昨年度
現担当課名 地域課 係名 協働推進係 3312-2381 060整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成14年度 実行計画事業 目標07 施策 26 計画事業 01 02

令和 4年度
地域課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 杉並区ＮＰＯ・ボランティア活動及び協働の推進に関す根拠 （１）区民、ＮＰＯ・ボランティア・事業者等地域活動団体 る条例法令

等
杉並区ＮＰＯ活動資金助成要綱（２）

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
すぎなみ協働プラザ相談件数○ＮＰＯを含めた協働の担い手となる多様な主体（地域 指標名（１）

活動団体）が相互に連携・協力しながら地域の課題を解
決する取組が拡がり、参加と協働による地域社会づくり 指標説明
が進んでいる。

ＮＰＯ支援基金普及イベント参加者数
指標名（２）

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○協働提案制度について、行政及び地域活動団体等

成果指標から協働事業を募集し実施する。
すぎなみ協働プラザの地域活動団体への貢献○ＮＰＯ支援基金について、基金の普及啓発を図る 指標名（１） 度とともに、基金を活用したＮＰＯ活動資金助成によ
利用者アンケート　各種相談に対して「満足またはややりＮＰＯ等の様々な地域貢献活動を支援する。 指標説明
満足」と答えた割合　【区民①】○すぎなみ協働プラザを中心に関係機関と連携し、

地域活動団体への支援を充実させて、協働の輪を拡 ＮＰＯ支援基金への寄附件数指標名（２）げる。
【区民①】指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）
件活動指標（１） 1 83.0307 600 471 500 415 500 93.9

人活動指標（２） 2 627 1,200 1,302 1,300 843 1,200 64.8

％成果指標（１） 3 0.0 0 0.0 98 97.6 98 99.6

件成果指標（２） 4 40 80 52 80 51 80 63.8

特記事項事業費 5 千円 41,945 52,463 50,336 37,940 35,631 40,911
成果指標(1)「すぎな
み協働プラザの地域活人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 17,346 25,509 25,696 33,372 33,854 33,272
動団体への貢献度」の件
算出方法を活動指標に上記以外の職員 7 千円 3,628 0 0 0 0 0費
対応したものに変更。

総事業費 令和3年度以前は、当8 千円 62,919 77,972 76,032 71,312 69,485 74,183
(5+6+7) 該算出方法による数値

をとっておらず実績の受益者負担分 9 千円 0 0 0 0 0 0
把握不可

10国・都からの補助金 千円 0 0 0 0 0 0

財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0
源
特定財源計 12 千円 0 0 0 0 0 0
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 62,919 77,972 76,032 71,312 69,485 74,183（8-12）
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令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 062令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

1 団体 22,793すぎなみ協働プラザ運営業務委託

1 団体 2,613ボランティア活動支援事業補助
主な取組

9 団体 974ＮＰＯ活動資金助成事業

1 事業 2,417協働提案事業

その他（すぎなみ協働プラザ維持管理・地域コム運営・事務費ほか 6,834）

　すぎなみ協働プラザでは、団体の運営や地域活動に関する相談、ＮＰＯ活動資金助成の相談、協働
提案制度の相談・サポート、講座の開催など、様々な形でＮＰＯ等への活動支援を行いました。
　また、ＮＰＯ活動資金助成として9団体に約97万円の助成金交付や、協働提案制度の実施について

取組成果 、令和3年度に採択した１事業の実施と新たに１事業を採択することにより、ＮＰＯ等の活動を支援
しました。さらに、地域団体の情報サイトである地域コムに327団体が登録し、情報発信のツールと
して利用されています。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　協働提案制度については、令和３年度に続き、令和４年度も１事業が採択され、地域の課題解決に
向けて共に取り組んでいく仕組みが整ってきています。
　ＮＰＯ支援基金については、寄附額に比べて助成額が上回る傾向にあるため、基金の積立額が減少
しつつあることが課題です。課題・分析（１／２）

課題・分析（２／２）

　協働提案制度については、令和５年度の採択に向けて、４月からすぎなみ協働プラザで事前相談と
募集を受付を開始し、７事業の応募がありました。応募された事業については、区の事業担当課等と
共に検討を行い、事前協議に向けた準備を進めています。現年度の取組成果・予算
　ＮＰＯ支援基金を財源とするＮＰＯ活動資金助成については、９団体に約175万円を交付決定し、執行状況（年度末までの
各団体は地域課題の解決に向けた事業を進めています。

見込含む）

　すぎなみ協働プラザにおける各種相談利用者の満足度は97.6％と高く、今後もすぎなみ協働プラザ
の運営を通して地域活動団体への支援を充実させるとともに、協働提案制度を活用することにより、
地域活動団体の事業提案能力や実践力を高めていきます。
　また、イベント時の募金活動やＮＰＯ活動資金の助成団体にも募金活動を依頼するなど、ＮＰＯ支

事業の方向性・改善策 援基金への寄附を募っていきます。

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 現状維持

　企画課公民連携担当との役割分担の下、引き続き、協働提案制度やＮＰＯ活動資金助成等によりＮ
ＰＯ等への支援を図っていきます。

予算の方向性の理由・
内容
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令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00063

事務事業名称 03項 目 01 整理番号款 01 事業 010 063地域人材の育成

連絡先 昨年度
現担当課名 地域課 係名 地域人材育成係 4016 061整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成18年度 実行計画事業 目標07 施策 26 計画事業 02

令和 4年度
地域課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 すぎなみ地域大学運営要綱根拠 （１）区内在住、在勤、在学者（地域活動に関心・意欲のある 法令区民）

等
（２）

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
実施講座数○多くの区民が様々な分野で地域活動に主体的に参加し 指標名（１）

、地域活動を支え、「協働の担い手」として活躍してい
る。 指標説明

受講者数
指標名（２）

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○修了者の受け皿をつくる各主管課との事前協議を

成果指標丁寧に行い、必要なボランティアの育成のために望
地域活動参加者数ましいカリキュラムを構成する。 指標名（１）

○すぎなみ地域大学の講座内容について、区民の地
講座修了者のうちの地域活動参加者数【行政】域活動への関心度やレベルに応じて、無理なく、し 指標説明

かも楽しく学べるよう、工夫を凝らしていく。
○修了生を地域活動につなげるため、講座に、体験 指標名（２）学習や地域活動実践者との交流を組み入れていく。

指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）
講座活動指標（１） 1 96.016 32 25 25 24 25 87.6

人活動指標（２） 2 289 1,200 501 500 583 500 116.6

人成果指標（１） 3 123 400 268 150 321 150 214.0

成果指標（２） 4

特記事項事業費 5 千円 10,468 22,718 21,149 25,149 22,023 25,468
　令和4年度の予算執
行率は87.6％でしたが人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 26,784 13,411 13,620 13,304 8,575 4,981
講座数が目標数に1つ件
足りなかったことと令上記以外の職員 7 千円 3,628 0 0 0 2,427 3,678費
和4年度については需

総事業費 要がなく執行の必要が8 千円 40,880 36,129 34,769 38,453 33,025 34,127
(5+6+7) なかったもの(筆耕翻

訳料(テキストの点字受益者負担分 9 千円 305 795 511 634 538 649
翻刻))があったほか、
経費節減を心がけた結10国・都からの補助金 千円 1,490 1,930 2,696 2,512 2,968 2,844
果により、この値とな
りました。財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0

源
特定財源計 12 千円 1,795 2,725 3,207 3,146 3,506 3,493
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 39,085 33,404 31,562 35,307 29,519 30,634（8-12）

IP27PAC0



令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 063令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

13,039すぎなみ地域大学の講座企画、受講者募集、講座運営委託

24 講座 8,578講座の実施、運営業務
主な取組

その他（すぎなみ地域大学の管理事務費、通信費 406）

　事業の見直し・精査により講座数は25講座(計画)に減らし、コロナ禍の対応のため受講者数を半減
させたものの、講座修了後の地域活動への参加者数は、コロナ禍前(令和元年度)に近い人数とするこ
とができました。また、広報業務についても、委託した民間事業者のノウハウを活かすことができ、

取組成果 その結果、講座の申込者も順調に増えています。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　令和３年度からの｢すぎなみ地域大学における講座の運営管理等に関する業務委託｣により、広報業
務、講座運営も順調に進んでいます。講座運営については、引き続きこれまでどおり事業を実施して
いきます。
　また、講座数については、目標に１つ足りませんでしたが、これは講座実施に向けての調整及び準課題・分析（１／２）
備不足が原因でした。これからの時代、環境の変化に対応した新たな分野のボランティアの需要、区
民からの要望なども踏まえ、各主管課と調整し、新規講座の開拓を進めていきます。

課題・分析（２／２）

　令和5年度第1期(5～7月期)には、地域活動入門コースでは学長講演会をはじめ３講座を実施し、
187名の方が受講しました。地域活動実践コースでは学校介助員ボランティア講座など7講座を実施し
、149名の方が受講し、その内133名の方が講座を修了しています。8月以降については、チャレンジ現年度の取組成果・予算
ボランティア特別講座やどうぶつ相談員講座等24講座の実施を予定しており、その広報や実施の準備執行状況（年度末までの
を進めています。

見込含む）

　すぎなみ地域大学における講座の運営管理等に関する業務委託は、今年度プロポーザルを実施し、
地域課主催講座のファシリテータ業務を追加した上で、この3年間と同様の住民サービスが提供でき
るよう進め、区民の地域活動への参加を促進するため、現状を保ち着実に事業を進めていきます。
　令和7年度には児童相談所の開設準備に伴い、講座実施会場となる区会議室等が一時的に減少する

事業の方向性・改善策 ため、講座実施会場をどのように確保していくか検討していく必要があります。

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 現状維持

　実行計画上の講座数を維持しつつ、地域活動入門コース並びに実践コースについて、新たな分野・
方向性の講座を実施できるよう検討していきます。

予算の方向性の理由・
内容

IP27PAC1



令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00064

事務事業名称 03項 目 01 整理番号款 01 事業 011 064公共施設予約システム維持管理

連絡先 昨年度
現担当課名 地域課 係名 地域施設係 3765 062整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 既定事業

事業開始 平成15年度

令和 4年度
地域課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 杉並区公共施設予約システムの利用に関する規則根拠 （１）施設利用者及び利用団体 法令

等
（２）

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
公共施設予約システムアクセス数○公共施設の利用申込を簡単・便利に行えるようにする 指標名（１）

。
○公共施設の利用機会を平等に提供する。 指標説明

指標名（２）

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○公共施設予約システムの構築及び運用業務を行う

成果指標。
公共施設予約システム利用登録者数指標名（１）

【行政】指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）
回活動指標（１） 1 83.12,946,8243,000,0003,138,6803,300,0002,742,5193,000,000 89.8

活動指標（２） 2

件成果指標（１） 3 13,215 16,000 12,837 16,000 13,343 16,000 83.4

成果指標（２） 4

特記事項事業費 5 千円 60,043 58,897 54,633 64,617 58,027215,751

人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 26,359 21,749 23,685 22,267 25,783 21,624
件
上記以外の職員 7 千円 3,628 4,716 4,778 3,675 3,678 3,678費

総事業費 8 千円 90,030 85,362 83,096 90,559 87,488241,053
(5+6+7)

受益者負担分 9 千円 0 0 0 0 0 0

10国・都からの補助金 千円 0 0 0 0 0 0

財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0
源
特定財源計 12 千円 0 0 0 0 0 0
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 90,030 85,362 83,096 90,559 87,488241,053（8-12）

IP27PAC0



令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 064令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

29,626公共施設予約システム運用業務委託

17,564機器リース料
主な取組

5,543端末回線料

その他（システム維持管理消耗品の購入等 5,294）

　令和6年12月で現行システムの保守サービスが終了することに伴い、令和7年1月から新システムが
稼働します。令和3年度に実施した利用者アンケート等の結果を踏まえた要件定義を行い、RFI(情報
提供依頼)を実施し、情報収集を行いました。

取組成果 　令和4年度中に方南区民集会所、上井草会議室、上荻窪会議室、和田会議室が廃止となったほか、
高円寺地域区民センターの開設準備のため、システム改修を行いました。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　令和7年1月にシステム更新時期を迎えることから、令和5年度には委託事業者を決定し、令和6年12
月までにシステム開発、データ移行、試験運用などを終了する必要があります。区が示す要求水準を
満たす運用実績のあるパッケージソフトを活用しつつ、優れた費用対効果を確保するため、公募型プ
ロポーザル方式により委託事業者の選定を行います。令和3年度に実施した利用者アンケートでの意課題・分析（１／２）
見を反映したシステムとなるよう、まずは事業者選定に向けた準備を進めていきます。

課題・分析（２／２）

　令和5年4月から7月までのシステムアクセス数は399,084件で、前年同期の403,170件と比べてほぼ
横ばいとなっており、新型コロナウイルスの影響による抑制傾向が続いていることが伺えます。
　令和5年5月に「杉並区公共施設予約システム再構築等業務受託者候補者選定委員会」を設置し、応現年度の取組成果・予算
募事業者の公募を開始しました。委託事業者は令和5年10月に選定され、12月にはシステム開発に着執行状況（年度末までの
手する予定です。

見込含む）

　現行システムは、パソコン使用しての検索や予約を前提としているため、スマートフォンを使用し
た場合、画面の縮尺調整が必要となるなど不便であるため、スマートフォン使用時の利便性を向上し
ます。また、高齢者や障害者にとって、画面表示や操作性の面で配慮されたウェブアクセシビリティ
を備えたシステムを導入するため、公募型プロポーザルにおいて、要求水準書にこれらのことを明記

事業の方向性・改善策 し、事業者を募ることとしています。

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 拡充

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

　令和6年度には、次期システムの導入に向け、システム開発、データ移行、試験運用を行うことか
ら予算が増額となる予定です。

予算の方向性の理由・
内容

IP27PAC1



令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00074

事務事業名称 03項 目 03 整理番号款 01 事業 004 077地域集会施設等維持管理

連絡先 昨年度
現担当課名 地域課 係名 地域施設係 3765 077整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 既定事業

事業開始 昭和54年度

令和 4年度
地域課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 地方自治法第225条、第244条、第244条の2根拠 （１）施設利用者及び利用団体 法令

等
杉並区立地域区民センター及び集会所条例、同条例施行（２） 規則

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
有料利用者数○地域住民の活動拠点である地域区民センター、区民集 指標名（１）

会所、区民会館、区民事務所会議室及びコミュニティふ
らっとにおいて、区民相互の交流や自主的な活動が行わ 指標説明
れるよう適切な施設の維持管理、運営を行う。

施設利用回数
指標名（２）

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○地域区民センター、区民集会所、区民会館、区民

成果指標事務所会議室及びコミュニティふらっとを良好な状
施設利用率態で利用者に供するための維持管理業務を行う。 指標名（１）

○区民や区民団体等を対象に、各施設内にある集会
利用回数÷利用可能回数【行政】室、和室及びホール等の貸出業務を行う。 指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）
人活動指標（１） 1 77.7605,6901,250,000791,2781,250,000971,8021,250,000 95.6

回活動指標（２） 2 117,220150,000165,058180,000186,961210,000103.9

％成果指標（１） 3 44.0 50 51.6 51 51.3 52 100.6

成果指標（２） 4

特記事項事業費 5 千円 1,032,7171,146,3341,098,0491,161,5881,110,7711,159,718

人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 136,473123,591134,673131,470159,595124,743
件
上記以外の職員 7 千円 30,475 33,015 33,443 30,870 30,895 30,895費

総事業費 8 千円 1,199,6651,302,9401,266,1651,323,9281,301,2611,315,356
(5+6+7)

受益者負担分 9 千円 92,342116,954109,440 0 0 0

10国・都からの補助金 千円 0 0 0 0 0 0

財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0
源
特定財源計 12 千円 92,342116,954109,440 0 0 0
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 1,107,3231,185,9861,156,7251,323,9281,301,2611,315,356（8-12）

IP27PAC0



令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 077令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

15 所 500,883地域区民センター等建物管理委託

7 所 348,257地域区民センター等建物運営委託（指定管理）
主な取組

4 所 84,693コミュニティふらっと受付案内業務委託

89,862光熱水費

その他（施設修繕費、消耗品購入費、賃借料、通信運搬費 87,076）

　集会施設は、新型コロナウイルス感染対策を講じながら通常どおりの運営を行い、有料利用者数は
971,802人と前年度（791,278人）と比べて22.8％の増加となりました。
　高円寺地域区民センターの大規模改修工事は、世界的な半導体不足の影響による空調設備部品の納

取組成果 品の遅れにより、工期を令和5年2月から令和5年5月に延長しました。このことに伴い、施設再開は令
和5年5月から8月に変更となっています。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　施設設備の老朽化が進んでいる荻窪地域区民センターは、施設保全と機能向上を図るため長寿命化
改修工事を行うこととし、令和5年6月～令和6年6月に設計委託を行います。その後、令和6年11月か
ら休館し、同年12月～令和8年1月に改修工事を行いますので、休館期間中の代替施設については、丁
寧に周知を図る必要があります。課題・分析（１／２）
　また、利用再開後の管理運営については、現在実施している指定管理者制度の検証結果や財政効果
額の算定結果などを踏まえて決定していきます。

課題・分析（２／２）

　令和5年4月から7月までの地域区民センターの有料利用者数は43,367人で、前年同期の40,011人と
比べて約8.3％増となっており、新型コロナウイルスの影響で落ち込んだ令和2年度以降、一貫して増
加傾向が続いています。現年度の取組成果・予算
　荻窪地域区民センターは、令和5年6月に改修設計委託を開始しました。委託期間前期の基本設計で執行状況（年度末までの
は、利用者アンケートや意見交換会等で出された要望を可能な限り反映できるよう室場等の配置を中

見込含む） 心に検討を行っています。また、バリアフリー化を推進するため、直近の改修事例である高円寺地域
区民センターの事例を参考に、障害者団体等からも意見をいただき、設計に反映させます。

　現在、利用促進策の検討を行っており、集会施設に対する最新のニーズに合わせて、利用種目の新
設や見直しやWi-Fiが利用できる環境を拡大するなど、ハード・ソフトの両面でサービスの向上に努
めることで、施設利用率の向上に繋げていきます。

事業の方向性・改善策

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 現状維持

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 手段・方法の見直し（改善）

　区立施設長寿命化方針に基づく地域区民センターの改修、コミュニティふらっと整備、区民事務所
会議室の廃止など、集会施設の状況は変化を続けており、状況に合わせた適切な維持管理と保全を行
うことで、将来的な維持管理コストの低減に努めていきます。
　また、利用促進に繋がる取組みを進めることで、利用率向上を図ります。予算の方向性の理由・

内容

IP27PAC1



令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00776

事務事業名称 03項 目 04 整理番号款 01 事業 004 079高円寺地域区民センターの改修

連絡先 昨年度
現担当課名 地域課 係名 地域施設係 3768 080整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 投資事業

事業開始 令和元年度 実行計画事業 目標07 施策 26 計画事業 03 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和 4年度
地域課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 地方自治法第225条、第244条、第244条の2根拠 （１）施設利用者及び利用団体等 法令

等
杉並区立地域区民センター及び区民集会所条例、同条例（２） 施行規則

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
改修工事の進捗状況○平成元年に建設され、施設の老朽化が見られる高円寺 指標名（１）

地域区民センターについて、改修を行う。
工事竣工時を100％とした場合の出来高の割合指標説明

指標名（２）

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○大規模改修により内外装のリニューアルや必要な

成果指標設備の更新を行うとともに、より使いやすい施設と
するためにレイアウトの変更を行う。 指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）

活動指標（１） 1 105.60 30 6 90 95 100 23.9

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

特記事項事業費 5 千円 42,300204,209174,329530,872127,096 2,850
主な執行残は、大規模
改修工事工事期間延長人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 3,231 6,802 7,425 14,684 7,320 6,654
により、工事請負費等件
を繰り越したことによ上記以外の職員 7 千円 0 0 0 0 0 0費
り発生したものです（

総事業費 403,535千円）。8 千円 45,531211,011181,754545,556134,416 9,504
(5+6+7)

受益者負担分 9 千円 0 0 0 0 0 0

10国・都からの補助金 千円 0 0 0 0 0 0

財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0
源
特定財源計 12 千円 0 0 0 0 0 0
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 45,531211,011181,754545,556134,416 9,504（8-12）

IP27PAC0



令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 079令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

123,860改修工事

1,913初度調弁
主な取組

1,323高円寺地域活動係の仮設事務室運営

その他（ ）

　令和5年夏のリニューアルに向けて改修工事を着実に進めるとともに、備品の調達等を開始しまし
た。工事期間中は、仮移転先で高円寺地域活動係の業務を継続しました。

取組成果

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　大規模改修工事について、世界的な半導体不足の影響による空調設備部品の納品の遅れにより、工
期を、令和5年2月から令和5年5月まで延長することとしました。
　これに伴い施設再開を令和5年5月から令和5年8月に変更することとし、再開時期について区民等に
丁寧に周知していく必要があります。課題・分析（１／２）

課題・分析（２／２）

　令和５年５月　工事竣工・完成引渡し
　　　　　６月　高円寺地域活動係　仮移転先から移転
　　　　　７月　落成式・区民等内覧会開催現年度の取組成果・予算
　　　　　８月　再開執行状況（年度末までの

見込含む）

　高円寺地域区民センターの改修は令和5年度で事業終了となります。

事業の方向性・改善策

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 その他・対象外

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象外

　高円寺地域区民センターの大規模改修は令和4年度で事業終了予定でしたが、世界的な半導体不足
の影響による空調設備部品の納品の遅れにより、工期を延長したことに伴い、令和5年度で終了とな
ります。

予算の方向性の理由・
内容

IP27PAC1



令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00777

事務事業名称 03項 目 04 整理番号款 01 事業 005 080コミュニティふらっとの整備

連絡先 昨年度
現担当課名 地域課 係名 地域施設係 3768 081整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 投資事業

事業開始 令和元年度 実行計画事業 目標07 施策 26 計画事業 03 主要事業（区政経営報告書掲載事業）

令和 4年度
地域課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 地方自治法第225条、第244条、第244条の2根拠 （１）施設利用者及び利用団体等 法令

等
杉並区立コミュニティふらっと条例（２）

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
施設数○集会施設である区民集会所、区民会館、特定の年齢層 指標名（１）

を対象とした施設であるゆうゆう館、機能移転後の児童
開設したコミュニティふらっとの数館施設を対象に、新たな地域コミュニティ施設に再編整 指標説明

備することで、施設の有効活用を図るとともに、誰もが
施設数（累計）身近な地域で気軽に利用でき、世代を超えた交流・つな

指標名（２）がりが生まれる環境を整える。
開設したコミュニティふらっとの数（累計）指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）

○「区立施設再編整備計画」に基づき、区民集会所
成果指標、区民会館、ゆうゆう館、機能移転後の児童館施設

を対象に、段階的に、新たな地域コミュニティ施設 指標名（１）
「コミュニティふらっと」に再編整備する。

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）

活動指標（１） 1 100.03 1 1 1 1 1 95.2

活動指標（２） 2 3 4 4 5 5 6 100.0

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

特記事項事業費 5 千円 665,762220,545213,433294,695280,596328,613
前年度事業費からの増
減理由：新たに（仮称人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 6,547 5,442 5,924 5,340 14,640 13,309
）コミュニティふらっ件
と高円寺南の建設工事上記以外の職員 7 千円 0 0 0 0 0 0費
、（仮称）コミュニテ

総事業費 ィふらっと本天沼の設8 千円 672,309225,987219,357300,035295,236341,922
(5+6+7) 計に係る費用等が生じ

たため受益者負担分 9 千円 0 0 0 0 0 0

10国・都からの補助金 千円 0 0 0 0 0 0

財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0
源
特定財源計 12 千円 0 0 0 0 0 0
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 672,309225,987219,357300,035295,236341,922（8-12）

IP27PAC0



令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 080令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

202,417（仮称）コミュニティふらっと高円寺南の建設工事

29,455（仮称）コミュニティふらっと高円寺南の実施設計
主な取組

25,035旧杉並第八小学校の解体工事

10,890（仮称）コミュニティふらっと本天沼の設計

その他（工事監理等 12,799）

　旧杉並第八小学校跡地に整備する（仮称）コミュニティふらっと高円寺南について、旧校舎の解体
工事及び実施設計を完了し、建設工事に着手しました。
　また、本天沼集会所を改修・増築して整備する（仮称）コミュニティふらっと本天沼について、設

取組成果 計を完了しました。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　多世代が身近な地域で活動し、交流できる場所を提供するため、「区立施設再編整備計画」に基づ
き、新たな地域コミュニティ施設「コミュニティふらっと」の再編整備を段階的に進めており、令和
4年度から令和6年度までに、既存施設の転用により2施設、他施設の改築に合わせた複合化により1施
設の整備に取り組むこととしています。課題・分析（１／２）
　なお、「コミュニティふらっと」の再編整備を含む「区立施設再編整備計画」については、区民意
見等を踏まえて、これまでの取組の検証等を行い、令和5年度に実施する計画改定の中で、新たな方
針等を決定していくこととしています。

課題・分析（２／２）

　令和6年1月に開設するコミュニティふらっと方南、令和6年10月に開設するコミュニティふらっと
本天沼及び令和6年度中に開設する予定のコミュニティふらっと高円寺南について、計画どおりの開
設ができるよう工事を進めています。また、コミュニティふらっと方南及びコミュニティふらっと本現年度の取組成果・予算
天沼の運営事業者を選定しました。執行状況（年度末までの

見込含む）

　計画どおり、令和6年1月にコミュニティふらっと方南を開設するための準備を進めています。令和
6年10月に開設するコミュニティふらっと本天沼では、運営に関する地域懇談会を設置し、施設の開
設までの期間で、利用者や地域住民から意見をいただく取組を実施しています。
　令和6年度以降に開設予定のコミュニティふらっとの整備に当たっては、「区立施設再編整備計画

事業の方向性・改善策 」のこれまでの取組の検証結果のほか、先に開設した6施設の運営状況も考慮しながら、地域の方に
親しまれる施設づくりに取り組んでいきます。

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 拡充

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象の見直し

　2施設（（仮称）コミュニティふらっと本天沼、高円寺南）の建設工事に係る費用を計上します。

予算の方向性の理由・
内容

IP27PAC1



令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00778

事務事業名称 03項 目 04 整理番号款 04 事業 001 094高円寺区民事務所の改修

連絡先 昨年度
現担当課名 区民課 係名 管理係 1102 095整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 投資事業

事業開始 令和元年度 実行計画事業 目標07 施策 26 計画事業 03

令和 4年度
区民課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 杉並区組織規則根拠 （１）区民事務所等来所者 法令

等
（２）

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
改修工事の進捗状況○施設の老朽化が見られるセシオン杉並（高円寺区民事 指標名（１）

務所併設）について、改修を行う。
工事竣工時を100％とした場合の実績割合○休館期間中も高円寺区民事務所の業務を継続する。 指標説明

指標名（２）

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
○大規模改修に併せてより使いやすい施設とするた

成果指標めにレイアウトの変更をする。
○休館期間中は仮移転先（旧堀ノ内松ノ木会議室） 指標名（１）
で業務を行っている。

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）
％活動指標（１） 1 150.00 30 30 60 90 100 24.0

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

特記事項事業費 5 千円 12,759 29,901 24,275 70,560 16,927 2,298
主な執行残は、セシオ
ン杉並の大規模改修工人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 765 2,976 918 751 665 832
事期間延長に伴い、工件
事請負費等を繰り越し上記以外の職員 7 千円 0 0 0 0 0 0費
たことにより発生した

総事業費 ものです（繰越明許費8 千円 13,524 32,877 25,193 71,311 17,592 3,130
(5+6+7) 53,574,000円）。

受益者負担分 9 千円 0 0 0 0 0 0

10国・都からの補助金 千円 0 0 0 0 0 0

財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0
源
特定財源計 12 千円 0 0 0 0 0 0
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 13,524 32,877 25,193 71,311 17,592 3,130（8-12）

IP27PAC0



令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 094令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

16,194改修工事委託

主な取組

その他（工事監理業務委託ほか 733）

　令和４年度は、仮移転先で高円寺区民事務所の業務を継続するとともに、令和５年８月からセシオ
ン杉並にて業務を再開することについて、広報すぎなみ・区公式ホームページ・ポスター・チラシ等
で周知を行いました。

取組成果 　また、円滑な再開に向け、関係所管課や事業者と移転時期等について調整を行いました。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　セシオン杉並の大規模改修工事について当初は令和5年5月開設で計画していましたが、世界的な半
導体不足の影響による空調設備部品の納品の遅れにより工期が延長されました。
　これにより、高円寺区民事務所の移転、業務再開が令和5年8月となりました。
　そのことに伴い、区民に対して必要な周知を丁寧に行いました。課題・分析（１／２）

課題・分析（２／２）

　セシオン杉並の再開の時期にあわせ、区民に対して丁寧な周知を行い、令和5年8月に高円寺区民事
務所の業務を再開しました。

現年度の取組成果・予算
執行状況（年度末までの
見込含む）

　高円寺区民事務所の移転、業務再開が令和5年8月に完了となりました。

事業の方向性・改善策

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 その他・対象外

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象外

　令和5年度で完了となります。

予算の方向性の理由・
内容

IP27PAC1



令和 5年度杉並区事務事業評価シート
（　　　）00793

事務事業名称 07項 目 03 整理番号款 04 事業 003 517社会教育センターの改修

連絡先 昨年度
現担当課名 生涯学習推進課 係名 社会教育センター 4712 515整理番号電話番号

上位施策No・施策名 26多様な地域活動への支援 予算事業区分 投資事業

事業開始 令和元年度 実行計画事業 目標07 施策 26 計画事業

令和 4年度
生涯学習推進課 事業評価区分 一般

担当課名

令和 4年度　事務事業の概要（Ｐｌａｎ）
対象 杉並区区立施設再編整備計画根拠 （１）社会教育センターの利用者および利用団体等 法令

等
（２）

活動指標事業の目的・目標（対象をどのような状態にしたいのか）
改修工事の進捗状況◯老朽化による施設保全を行う。 指標名（１）

◯より効果的で効率的な施設とするための機能の見直し
工事竣工時100％とした場合の出来高の割合を図る。 指標説明

指標名（２）

指標説明事業内容（事務事業の内容、やり方、手段）
◯併設する高円寺地域区民センターとともに、諸室

成果指標の精査と機能の見直しを行い、施設を整備する。
指標名（１）

指標説明

指標名（２）

指標説明

指標、総事業費（Ｐｌａｎ・Ｄｏ）
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 4年度 令和 4年度令和 2年度

区分 単位 予算執行率計画 対計画比(%)計画実績実績 計画 実績 　　(%)（目標値）
％活動指標（１） 1 105.60 30 30 90 95 100 29.9

活動指標（２） 2

成果指標（１） 3

成果指標（２） 4

特記事項事業費 5 千円 34,106921,922829,4282,170,115649,231 2,349
世界的な半導体不足の
影響による空調設備部人 常勤職員分（再任用含） 6 千円 8,765 8,765 13,823 9,177 14,972 4,991
品の納品の遅れにより件
、改修工事の工期を延上記以外の職員 7 千円 0 0 0 0 0 0費
長したため、工事費等

総事業費 で執行残が発生し、事8 千円 42,871930,687843,2512,179,292664,203 7,340
(5+6+7) 業費が前年度比減とな

りました。受益者負担分 9 千円 0 0 0 0 0 0

10国・都からの補助金 千円 0 0 0 0 0 0

財 11その他の補助金等 千円 0 0 0 0 0 0
源
特定財源計 12 千円 0 0 0 0 0 0
（9+10+11）

差引：一般財源 13 千円 42,871930,687843,2512,179,292664,203 7,340（8-12）

IP27PAC0



令和 5年度杉並区事務事業評価シート

整理番号 517令和 4年度　事業実施状況（Ｄｏ）
内　　容 規模 単位 事業費（千円）

1 所 532,813改修工事（工事請負費等）

1 所 23,975初度調弁（備品購入費等）
主な取組

1 所 9,224仮設移転（保管預かり費等）

その他（物品購入等（楽器類の購入・保管等） 83,219）

　改修工事スケジュールについて、当初は「令和5年2月工事完了・5月利用再開」の予定でしたが、
電子部品の納品遅れ等の影響で「令和5年5月工事完了・8月利用再開」に変更されました。
　それに合わせて、工事費等の繰越処理や諸契約の変更事務、初度調弁の再計画等を行いました。

取組成果
　施設の利用再開に向けて、指定管理者との調整や初度調弁による備品等の調達、社会教育センター
事務室の移設等を行い、予定どおり8月1日にリニューアルオープンしました。

令和 4年度　評価・分析、方向性・改善策（Ｃｈｅｃｋ・Ａｃｔｉｏｎ）
　建築資材や電子部品等をめぐる世界的な供給不足等の影響を受けて、改修工事の完了時期が令和5
年2月から5月まで延長され、利用者の施設予約開始時期等に影響がありました。そのため、広報やホ
ームページ等で予約開始時期等に関する周知を早めに行うとともに、利用者からの問合せ電話等に対
しては丁寧な説明を励行しました。課題・分析（１／２）
　施設再開後は、指定管理者とも緊密に連携し、円滑な運営と快適な利用環境を担保していきます。

課題・分析（２／２）

　施設竣工後に指定管理者とともに施設点検を行った結果、利用再開に向けて追加で用意すべき資機
材や追加工事が必要な箇所が判明し、それぞれ対応しました。
　引き続き、指定管理者と緊密に連携し、円滑な運営と快適な利用環境を担保していきます。現年度の取組成果・予算

執行状況（年度末までの
見込含む）

　今後、施設利用上の支障や問題が発生した際には機敏に対応し、令和6年度以降の安定的な施設運
営につなげます。

事業の方向性・改善策

令和 6年度の方針（Ａｃｔｉｏｎ）
Ⅰ 事業コストの方向性 その他・対象外

予算の方向性
Ⅱ 事業の改善の方向性（見直しの視点） 対象の見直し

　社会教育センターの改修は令和5年度をもって終了します。

予算の方向性の理由・
内容
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